
                 学校番号（２４）豊橋市立（植田小）学校 

令和７年度 学校評価報告書（自己評価書・学校関係者評価書） 
  令和８年２月２７日作成              

 【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 

中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 

自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 

関
係
者
評
価 

学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて） 
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た
学
び
を
展
開

し
、
他
者
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、

確
か
な
学
力
を
育
成
す
る 

学ぶ意欲の
向上 

・子どもの「できる・わ
かる」を引き出すとと
もに、問題解決的な学
習を実践する。 

A 

B 

・身近な出来事から湧き
出た疑問をもとに授業展
開を考えるように努め
た。 
・子どもの学習意欲を喚
起するための問題解決的
な授業づくりの研修を行
い、問題解決的な学習を
意識して授業案づくりを
行った。 
・「いなほトーク」をはじ
め全教科で相手の顔を見
て話す、聞くことを指導
している。 

 
 
 

A 

・教師が子ども
一人一人に丁寧
にかかわってい
る。 
・話し合い活動
では、コの字型
の隊形で互いの
顔を見て聞きや
すく話しやすい
配慮がなされて
いる。 

・仲間と関わり合う中
で、「できる・わかる」
を実感ができる学びを積
み重ねていく。 
・いなほトークの回数を
増やし、いなほトークの
めあてを学級の親和性の
醸成だけでなく、内容を
深める方法の習得にも重
点を置いて実施してい
く。 

話し合う力
の育成 

・相手の考えを聴いた
り、自分の考えを伝え
たりして、自分の考え
を深めることができる
力を育成する。 

Ｂ 

互
い
の
立
場
を
理
解
し
、
温
か
な
気
持
ち
で
関

わ
り
合
え
る
集
団
づ
く
り
に
取
り
組
む 

すすんであ
いさつがで
きる子の育
成 

・相手の目を見て、自分
から元気なあいさつで
きるようにし、温かい
人間関係を築く基盤づ
くりをする。 

Ａ 

A 

・教師がいつでもどこで
も何度でも元気な挨拶を
子どもにすることで、校
内で子どもたちが元気な
挨拶をするようになって
きた。 
・お互いの相違を認め合
い尊重することの大切さ
に気づかせることで、温
かい人間関係づくりに努
めている。 

A 

・校門でのＰＴ
Ａ挨拶運動の
際、気持ちのよ
い挨拶をする子
が少し増えたよ
うに思う。 
・通学路での旗
当番時には、元
気よく挨拶をす
る子が少なく朝
は元気が出ない
様子だ。 
・挨拶の大切さ
を説き、あいさ
つ運動を推進し
てほしい。 

・児童会運営委員の活動
を活発にし、挨拶につい
て全校児童とともに考え
る。子ども同士が互いに
あいさつをする心地よさ
を味わう手だてを検討し
実践する。 
・職員と児童が多様性を
認め合い、互いの立場を
理解し合い、温かい関わ
り合いを醸成する。「み
んなの約束」について考
えることを通して、学校
生活を互いに気持ちよく
送ることができるように
していく。 

相手と温か
な気持ちで
人と関わる
ことができ
る子の育成 

「自分がされて嫌なこと
をしない」という心情
を高めるとともに、思
いやりの心やすすんで
きまりを守って生活す
る態度を育成する。 

B 

い
の
ち
を
大
切
に
し
、
心
身
と
も
に
健
康
な
身
体
づ

く
り
を
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
高
め
る 

運動に親し
み、最後ま
で全力でが
んばる子の
育成 

・体育活動の充実を図
り、すすんで運動に取
り組む意欲を育てる。 

・子どもの気持ちに寄り
添いながら、最後まで
粘り強く取り組む態度
を育てる。 

A 

A 

・子どもたちは体育の授業だけ
でなく、休み時間に運動場で体
を動かす中で、友達と一緒に体
を使った遊びを楽しみ、進んで
運動に取り組む姿が見られた。
また、体育の授業では「跳び箱
強化月間」を設定し、補助運動
や段階的な練習に取り組むこと
で、挑戦する意欲や達成感を高
めることができた。 

・地震・火災・津波の避難訓練
を実施し、子どもたちは状況に
応じた安全な行動や避難の方法
を理解することができた。 
・専門家を講師に招き、不審者
対応訓練や心肺蘇生法の現職研
修を教員対象に行い、緊急時の
対応力や知識の充実を図った。 
・付き添い一斉下校や南稜校区
０の日の朝の交通立ち番を実施
することで、子どもたちの日常
生活における安全意識も高まっ
た。 

A 

・水泳指導の時

間数が増えると
よい。 
・子どもが家庭

でも防災の備え
を備えをする姿
が見られるよう

になった。 
・子どもが家庭
で避難訓練につ

いて会話をし意
識を高めている
様子が見られ

た。 

・休み時間の外遊びを引

き続き推奨していく。 
・跳び箱強化月間のよう
に体力向上の取り組みを

検討し実践していく。 
・総合的な学習の校区内
の防災への取り組みの学

習を生かし、地震・津波
火災避難訓練に取り入れ
ていく。 

・不審者対応訓練は、教
員だけでなく子どもにも
身を守る手だてを考えさ

せ身につけさせていく。 

非常災害時
や学校生活
における判
断力・行動
力の育成 

・「安全教育の手引き」を
活用し、緊急時の対応
や生活安全についての
理解を深め、自らのい
のちを守ったり、けが
を防止したりするため
の適切な判断力・行動
力を養う。 

A 

子
ど
も
が
笑
顔
で
学
校
生
活
を
送
る
た
め

に
、
地
域
や
保
護
者
と
と
も
に
子
ど
も
を
育

て
る
教
員
集
団
を
目
ざ
す 

教職員の授
業力向上と
業務改善 

・各教職員の専門性を生
かした研修を推進し、
互いに高め合える職場
づくりに努める。 

・部会活動やＰＤＣＡを
通して、業務改善を推
進する。 

Ｂ 

A 

・授業記録をきちんと取
り、それをもとに研究協
議会を積み重ねた。 
・各教育活動担当の部会
が今年度の反省をフィー
ドバックし、今後の教育
活動の立案をたて、より
質の高い教育活動を目ざ
す。 

 
 

 
 

A 

・研修の成果が
板書や掲示物や

タブレットの活
用などに生かさ
れ、学習の定着

につながってい
る。 
・地域の人材を

有効活用してほ
しい。 
・少人数指導で

授業内容が理解
できるよう配慮
をしている。 

・問題解決的な学習の力
量向上のための教材研究

を行う。 
・子どもが考えをより深
めることができる話し合

い活動の研修を行う。 
・地域教育ボランティア
コーディネーターを活用

し、より一層地域のかた
に学習支援をお願いした
り、地域教材を学習に取

り入れたりする。 

地域ぐるみ
の教育システ
ムの活用 

・地域教育ボランティアや
保護者、地域住民、地元
企業等を活用した授業や
体験活動を実践する。 A 

・クラブ講師や生活科・
総合的な学習などで地域
教育ボランティアと関わ
る授業を展開し、環境教
育やキャリア教育他に生
かした。 

南
稜
中
学
校
区
に
お
け
る
小

中
連
携
を
図
り
、
小
中
一
貫

教
育
の
推
進
に
努
め
る 

めざす子ど
も像の共有と
交流活動の推
進 

・南稜中学校区の職員で、
５校が「めざす子ども
像」を共有し、これを意
識した交流活動を行う。 

B 

B 

・南稜中学校と連携し
て、６年生が南稜中学校
を見学する機会を設け、
中１ギャップを軽減する
取り組みを行った。 
・地域に目を向けた環境
保全、キャリア教育など
に各教科をはじめ総合的
な学習で取り組んだ。 

 
 

B 

・中学校入学へ
向けて宿題の出

し方を工夫して
いると感じた。 
・中学校と連携

してほしい。 

・南稜中学校区の職員が
「めざす子ども像」を共
有するために、意見を交
換し同じ目的意識をもつ
機会を設定し、これを意
識した交流活動を行う。 
・植田校区の教育資源を
生かした教育活動を行
う。 

９か年を見
通した教育課
程の編成と持
続可能な社会
をめざした
SDGsの実践 

・義務教育９か年を見通し
た教育活動を小中で共有
し、実践していく。 

・総合学習等で、SDGsを意
識した学習を進めてい
く。 

B 


